
日本工学院八王子専門学校2023年度

統計学

応用生物学科　

１年次対象
　

前期開講期 必区分 30時間数 2単位

田中　秀幸
担当教員

実務
経験 職種

医薬品・食品分野に関する実験において必要となるデータ処理法とその考え方について学びます。

授業概要

実験で得られたデータを適切に処理し、意味のあるデータに変換できるようになり数値の解釈ができるようになる。
また、表・グラフなどを適切に活用し報告書に使えるようにする。

到達目標

統計学の手法をストーリー仕立てで学び、各シチュエーションにおける統計処理の方法を学習する。例題を解きなが
ら統計処理の意味と利用方法について学習をすすめ、次に実際の実験データを利用して同様に統計処理を行う方法で
授業を進めていく。授業の中での「利用」を通して医薬品・食品・化粧品分野など多くの現場で利用される統計処理
の意味を実験と連動して身につける。

授業方法

試験と課題を総合的に評価する。

成績評価方法

実験と対応して実際のデータを用いながら授業を展開して行く。必ず実習の実験データを持ち込みながら受講するこ
と。また、関数電卓も必要となる。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

履修上の注意

ハンバーガーショップで学ぶ統計学、関数電卓、応用生物学科編『基礎バイオ実験実習書』他、実験データ等

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第1回

有機反応と電子の移動（有機反応の見方、考え方、共有結合の開裂と電子の移動について
理解する）

第2回

有機反応の実際①（アルケンの反応、アルキンの反応について理解する）

第3回

有機反応の実際②（アルコールの反応、酸化と還元について理解する）
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第4回

有機反応の実際③（カルボニル基の反応について理解する）

第5回

有機反応の実際④（共鳴による構造安定性とベンゼン環の安定性について理解する）

第6回

有機反応の実際⑤（芳香族化合物の反応について理解する）

第7回

有機化合物の立体化学（E－Z表示法、CIP則、立体異性体、S、R表示法について理解す
る）

第8回

本講義のまとめ


